
１．総合職試験（大卒程度試験）「教養区分」を年２回（春・秋）実施

○ 総合職大卒程度試験「教養区分」を秋に加えて春にも実施し、「１９歳の春（大学１年生の3月）」から受験可能。

○ 総合職試験の大学4年生までの最大受験回数は、春と秋合わせてこれまでより2回多い6回。

○ 採用候補者名簿の有効期間は従来より半年間延長し「７年間」。

２．総合職試験（大卒程度試験）「教養区分」の試験内容見直し

○ 総合職大卒程度試験「教養区分」の試験内容を見直し、春秋に実施。

① 基礎能力試験の出題数と問題の配分（知能分野・知識分野）を変更。

② 総合論文試験の出題数を2題から1題に変更。

３．刑務官採用試験に大卒程度試験を新設

○ 専門職試験の「刑務官採用試験」に大卒程度試験を新設し、人間科学を学んだ方、法律、刑事政策を学んだ方
など、多様なバックグラウンドを持った方が刑務官を目指すチャンスを拡大。

教養区分について
詳しくはコチラ

○ 採用候補者名簿の有効期間は「1年間」。試験種目は、基礎能力試験・課題論文試験・人物試験・身体検査・身体
測定及び体力検査を実施。

＊ 総合職試験「法務区分」は2025年に廃止。
司法試験合格者については、2026年からは採用試験を経ない「選考採用」を実施。 （詳しくはコチラ）

【2025年度（秋）まで】 【2026年度（春・秋）から】

Ⅰ部：知能分野２４題
Ⅱ部：知識分野３０題（時事・情報6題含む）

Ⅰ部：知能分野２４題＋時事・情報6題（計30題）
Ⅱ部：知識分野２0題

https://www.jinji.go.jp/saiyo/syokai/sougoukyoyo_gaiyou.html
https://www.jinji.go.jp/saiyo/syokai/houka.html
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